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短 報

結 核 ・感 染 症 サ ー ベ イ ラ ンス(結 核 月 報)

(平成 元年10月 概況)

1.調 査対象及び客体

全国の結核予防法第24条(結 核登録票)に よる平成

元 年10月 新登録患者及び初感染結核(以 下,(初)という)

新登録者を対象とし,そ の全数を客体とする。

2.調 査方法

結核 ・感染症サーベイランスシステムを利用 したオン

ライン集計(保 健所→都道府県 ・指定都市→厚生省)に

よる。

3.調 査結果

(1)性 ・年齢階級別新登録患者数

平成 元 年10月 の新登録患者は4,251人(肺 結核:初

回登録総数3,651,再 登 録総数270,不 明総数14)(対

前年同月比380人 減)で ある。 これを性別 にみると男

2,765人,女1,486人 で ある。一方,年 齢階級別にみる

と,40歳 以 上は3,481人 で あり,全 年齢の約81 .9%を

占める。

(2)都 道府県 ・指定都市別新登録患者数

新登録患者を都道府県 ・指定都市別にみると,東 京都

(375人),大 阪府(254人),大 阪市(223人)が 多く,

島根県(19人),福 井県(23人),山 梨県(24人)が 少

ない(指 定都市別掲)。

(3)排 菌有無別 ・活動性分類別新登録患者数

新登録患者を排菌有無別にみると,排 菌有の肺結核

(1,470人)は 全体 の約34.6%で ある。一一方,活 動性分

類)別にみると,感染性肺結核(2,13α 人)は 全体の約50.1

%で ある。

(4)化 学療法内容別新登録患者数

新登録患者を化学療法内容別にみると,イ ソニコチン

酸ヒドラジド,リ ファンピシンを併用 している者(3,882

人)は 全体の約91.3%で ある。

(5)患 者発見方法別新登録患者数

新登録患者を患者発見方法別にみると,医 療機関受診

(3,429人)で 発見された者が多い(約80.7%)。

(6)患 者職業分類別新登録患者数

新登録患者を患者職業分類別にみると,そ の他の職業

(3,819人)は 約89.8%で 最 も多い。一方,従 業禁止業

務(接 客業及び保健関係等従事者)(96人)は 全体の約

2.396で ある。

厚 生 省 保 健 医 療 局 結 核 ・感 染 症対 策 室 編

(7)公 費負担区分別新登録患者数

新登録患者を公費負担区分別にみると,結 核予防法第

34条 によるものは2,017人(約47 .4%),第35条 によ

るものは1,142人(約26.9%),そ の他1,092人(約

25.7%)で ある。

(8)(初)の新登録者数

(初)の新登録者 は,350人 で あり,対 前年同月比37人

減である。

(9)都 道府県 ・指定都市別年換算罹患率*

月間の新発生患者を年換算罹患率でみると,人 口10

万 対40.8(対 前年同月比3.9減)で ある。これを都道

府県 ・指定都市別 にみると,大 阪市(99.3),神 戸 市

(75.6),高 知県(62.0)な どが多 く,神 奈川県(23.4),

長野県(23.5),千 葉県(26.9),京 都府(27.1)な どが

少ない(図)。

*年 換算罹患率(人 口10万 対)=(当 年 日数/当 月 日数)

×(新 登録患者数/人 口)×100,000

〔人 口は昭和63年10月 総人[](総 務庁)を 使用〕

図 都道府県 株指定都市別年換算罹患率

(指定都市別掲)
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表1平 成 元 年10月 新登録患者数一性,都 道府県 ・指定都市 ・政令市別

表2平 成 元 年10月 新登録患者数―排菌有無,性 ・年齢階級別
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